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 牛群検定の利活用などについて 

         解説記事を掲載しています 
 １ デ－リイマン ３月号  
   酪農を図で見る 酪農・乳業研究会 

進化する牛群検定～繁殖台帳Ｗｅｂシステム～ 
 
 ２ 全酪新報３月１日号 全国酪農協会 
   牛群検定ワンポイントレッスン その１０ 過肥と削痩 
 
 ３ 農業共済新聞３月１２日号 全国農業共済会 
   酪農「繁殖台帳Ｗｅｂシステム」を活用 島根県川上哲也氏 
 
 ４ ＬＩＡＪニュースＮｏ１４４ 平成２６年１月号（家畜改良事業団） 
   高校生が語る酪農の夢、そして牛群検定  
   岡山県立高松農業高校畜産学科３年 砂田智子さん 
   平成 25 年度第７回全農学生「酪農の夢」コンク－ル優秀賞に輝いた発表の全文を掲載。 
 
   牛群検定から考える乳用牛の育成方法（その２）  
   千葉県農業共済組合連合会東部家畜診療所 次長 近藤寧子 獣医師 
   育成期の飼養管理情報を集計し、その後の検定成績がどうであったかなどを分析 
 
   新しい検定成績表について（その３０）ボディコンディションスコアの成績表示変更 
   検定成績表のボディコンディションスコアの表示が変更になりますので、その概略を解説。 
   http://liaj.lin.gr.jp/japanese/kentei/kentei.html 牛群検定情報  検索
 

 平成２５年度濃密研修会を開催しました。 

      ご希望の方に録画ＤＶＤを実費で提供します。 
 本年度濃密研修会を以下のとおり開催しました。お二人のご講演は牛群検定に携わる皆さまに聞い
て頂きたい内容でした。ついては、テキストとＤＶＤを実費１５００円（税込み）で頒布しますので
ご希望者はお申し込み下さい。ご連絡頂ければ申し込み用紙を送付します。 
連絡先：Ｅメ－ル）toiawase@liaj.or.jp 電話）03-5621-8921 Ｆａｘ）03-5621-8922 
 
 先進ツ－ルを活用した酪農経営 約９０分 
   島根県出雲市  酪農家  川上哲也氏  

概略：繁殖台帳Ｗｅｂシステムを活用した繁殖改善などの実体験を交えて紹介しています 
  
 牛群検定成績を活用したハ－ドヘルス 約１２０分 
     酪農学園大学獣医学群ハ－ドヘルス学 教授 中田健 氏  

概略：牛群検定デ－タの活用について、ハ－ドヘルスという新しい獣医学の視点から解説 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
    島根県酪農家 川上哲也氏         酪農学園大学教授 中田健氏 
 



みなさんの地区で活躍される優秀検定員が表彰を受けました。 
 
 乳用牛群検定の優秀検定員の表彰式が、 
２月２０日の東京都を皮切りに、２月２７日は福岡市、 
２月２８日は札幌市の３会場で行われました。 
 これは乳用牛群検定全国協議会（鎌田壽彦会長） 
が平成元年から毎年行っているもので、長年にわたり 
第一線で牛群検定の普及推進に携わり貢献された 
検定員の方を、各都道府県の推薦により表彰してい 
ます。本年度の受賞者の方は次の２６名の方々です。 
 受賞者のみなさまにお祝い申し上げるとともに、 
今後ますますのご活躍を祈念申し上げます。 

（右：熊本県乳牛検定組合 上之薗孝子氏） 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

平成２５年度後代検定調整交配(後期)が始まります！ 
  平成２５年度後代検定事業の候補種雄牛の調整交配（後期）が始まります。 
  調整交配は、乳用種雄牛の遺伝評価成績の元となる大事な交配です。雌牛が生まれた場合は、育成の段 
階で牛群検定に加入するようにお願いします。なお、今回の調整交配は、順調であれば平成３０年ごろに選抜
される乳用種雄牛の遺伝評価成績の元となります。 
 
       調整交配期間 後期 ８５頭 平成２６年 ４月～２６年７月 
 
 １）今回の調整交配では、調整交配精液を検定牛に交配することにより、雌牛１頭当たり 
   １，０００円の奨励金が支払われます。（高泌乳持続性乳用種雄牛利用促進事業） 
 
 ２）交配対象の検定牛の繁殖性データを収集し父牛の泌乳持続性との関連等を分析することを事 
  業の目的としています。このため以下の条件を満たしていることが必要となります。 
    条件１：交配した検定牛の血統が明確であること。 
    条件２：授精開始から受胎（またはデータ集計時点）までの、全ての授精記録の報告があ 
       ること。 
    条件３：特に未経産牛への調整交配にあっては、初回授精を行う前に対象の未経産牛が牛 
       群検定に加入し、全ての授精の記録を牛群検定を通じて報告できる体制がとられ  
       ていること。（初回授精が調整交配でなくとも同様です） 


